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は
じ
め
に

一
六
世
紀
末
葉
は
、
日
本
陶
磁
史
上
、
創
造
性
溢
れ
る
新
し
い
様
式
の
茶
陶

が
多
く
作
り
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
茶
陶
の
産
地
の
拡
大
に

伴
い
、
窯
ご
と
に
新
し
い
表
現
方
法
や
器
種
が
誕
生
し
、
生
産
量
も
増
加
し

た
。
唐
物
か
ら
唐
物
写
し
の
和
物
へ
、
さ
ら
に
は
日
本
独
自
の
新
し
い
茶
陶
へ

と
い
う
和
物
茶
陶
の
動
向
に
は
、
天
正
年
間
後
半
の
侘
び
茶
の
深
化
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、
侘
び
茶
で
用
い
ら
れ
た
陶
器
は
朝
鮮
半
島
か
ら
将
来
さ
れ
た
高
麗

茶
碗

0

や
和
物
と
い
う
国
内
産
の
陶
器
で
、
茶
人
た
ち
は
競
っ
て
新
興
の
茶
陶
を

茶
会
に
取
り
入
れ
た
。
当
時
、
和
物
茶
陶
製
造
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
窯
は
美
濃
窯
、
信
楽
窯
、
備
前
窯
、
肥
前
窯
だ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
肥
前
窯

で
は
高
麗
茶
碗
に
類
似
す
る
茶
碗
の
製
造
を
行
っ
た
。
こ
の
茶
碗
こ
そ
、
奥
高

麗
茶
碗

1

で
あ
る
。
奥
高
麗
茶
碗
は
唐
津
焼
の
一
種
で
、
豊
か
な
土
味
、
朽
葉
色

や
枇
杷
色
と
称
さ
れ
る
柔
ら
か
な
釉
色
な
ど
野
趣
あ
ふ
れ
る
造
形
を
有
し
て
お

り
、
高
麗
茶
碗
と
見
紛
う
も
の
も
多
い
。
今
日
、
奥
高
麗
茶
碗
は
し
ば
し
ば
高

麗
茶
碗
と
の
関
係
性
を
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
奥
高
麗
茶
碗
は
高
麗
茶

碗
の
摸
倣
品
で
あ
る
と
い
う
説
に
留
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
両
碗
の
比
較
調

査
に
よ
っ
て
相
違
点
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
研
究
は
、
特
に
高
台

お
よ
び
高
台
ま
わ
り
の
施
釉
に
着
目
し
て
奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
を
比
較
分

析
し
、
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
造
形
表
現
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
の
近
縁
性

　
（
１
）　

奥
高
麗
茶
碗
の
製
造
背
景

①　

高
麗
茶
碗
の
需
要
の
拡
大

奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
の
造
形
比
較

―
土
見
せ
表
現
に
着
目
し
て
―

�

金
　
　
好
　
　
友
　
　
子
　
　



藝術研究 第 32号 2019

20

一
五
世
紀
ま
で
室
内
装
飾
や
喫
茶
具
な
ど
の
う
ち
、
賞
玩
の
対
象
と
さ
れ
た

の
は
中
国
製
の
唐
物
で
あ
っ
た
。
国
内
で
陶
器
は
作
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
日

常
雑
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
基
本
的
に
は
賞
玩
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
三
）
後
半
、
千

利
休
（
一
五
二
二
〜
九
一
）
が
侘
び
茶
を
大
成
す
る
と
和
物
茶
陶
や
高
麗
茶
碗

が
注
目
を
あ
つ
め
、
茶
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
唐
物
か
ら
和
物

茶
陶
や
高
麗
茶
碗
へ
茶
道
具
の
価
値
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
過
渡
期
の
様
相

は
、
利
休
の
弟
子
で
あ
る
山
上
宗
二
（
一
五
五
四
〜
九
〇
）
が
天
正
一
四
年

（
一
五
八
六
）
頃
の
名
物
道
具
約
二
一
〇
点
を
記
し
た
『
山
上
宗
二
記
』（
不
審

庵
本
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

一
、
井
ど
茶
碗　

関
白
様
に
あ
り
、
こ
の
一
種
、
山
上
宗
二
見
出
し
名
物

に
な
り
候
。
天
下
一
の
高
麗
茶
碗
な
り
。
惣
別
、
茶
碗
の
事
、
唐
茶
碗
は

捨
た
り
た
る
な
り
。
当
世
は
高
麗
茶
碗
、
今
焼
茶
碗
迄
、
瀬
戸
茶
碗
以
下

ま
で
な
り
。
比
さ
え
能
く
候
え
ば
数
寄
道
具
に
候
な
り

2

こ
れ
に
は
、
唐
物
の
茶
碗
は
既
に
廃
れ
て
し
ま
い
、
今
の
時
代
は
高
麗
茶
碗

と
今
焼
茶
碗

3

、
瀬
戸
茶
碗
が
主
流
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
比
（
大
き
さ
）
さ
え
良

け
れ
ば
茶
道
具
に
な
る
、
と
い
う
内
容
が
記
し
て
あ
る
。
こ
の
文
に
は
茶
道
具

の
評
価
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
子
と
、
利
休
に
よ
る
新
し
い
侘
び
茶
へ
傾
倒

す
る
宗
二
自
ら
の
強
い
意
思
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
正
年
間

後
期
は
新
し
い
和
物
茶
陶
が
展
開
す
る
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
高
麗
茶
碗
は
い
つ
頃
か
ら
茶
会
に
登
場
し
、
人
気
を
博
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
谷
晃
氏
に
よ
る
と
、「
高
麗
茶
碗
」
の
語
句
が
茶
会
記
に
現
れ
る

最
も
早
い
例
は
『
松
屋
会
記
』「
松
屋
久
政
他
会
記
」
の
天
文
六
年
（
一
五
三

七
）
九
月
一
二
日
に
、
京
都
で
行
わ
れ
た
十
四
屋
宗
伍
の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た

「
高
ラ
イ
茶
碗
」

4

で
あ
る
と
す
る
。

5

こ
の
記
事
よ
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
以
前

に
高
麗
茶
碗
が
日
本
へ
将
来
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
一
六

世
紀
中
葉
か
ら
従
来
、
使
用
率
の
大
半
を
占
め
て
い
た
唐
物
が
し
だ
い
に
減
少

し
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
以
降
は
唐
物
茶
碗
を
圧
す
る
ほ
ど
に
高
麗
茶
碗

の
比
率
が
増
大
す
る
と
い
う
。

6

こ
う
し
て
茶
碗
の
使
用
率
の
変
動
が
起
こ
っ
た

こ
と
は
、
天
正
年
間
後
半
に
茶
道
具
の
評
価
に
大
き
な
転
換
が
起
こ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

茶
の
湯
に
お
け
る
高
麗
茶
碗
の
需
要
の
拡
大
は
、
や
が
て
和
物
茶
陶
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
一
例
が
、
唐
津
焼
の
諸
窯
に
お
け
る
奥
高
麗
茶
碗
の
製
造

で
あ
る
。

②　

朝
鮮
陶
工
の
渡
来
と
窯
業
の
産
業
化

唐
津
焼
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
連
房
式
登
窯
を
用
い
て
焼
成
さ
れ
た
陶
器
で

あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
連
房
式
登
窯
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来

し
た
陶
工
ら
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
窯
構
造

の
ほ
か
に
も
ト
チ
ン
や
ハ
マ
な
ど
の
窯
道
具
や
蹴
轆
轤
な
ど
を
伝
え
、
そ
れ
ら
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は
各
地
の
窯
場
へ
と
広
が
り
、
日
本
の
窯
業
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

な
ぜ
、
彼
ら
は
日
本
で
陶
器
を
焼
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
未
だ

確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
は
肥
前
を
治
め
た
藩
主
ら
の
思
惑
が
大

き
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
陶
工
の
渡
来
と
唐
津
焼
の
製

造
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
肥
前
岸
岳
城
主
の
波
多
三
河
守
親
（
生
没
年
不

詳
）、肥
前
唐
津
藩
初
代
藩
主
の
寺
沢
志
摩
守
広
高
（
一
五
六
三
〜
一
六
三
三
）、

肥
前
佐
賀
藩
の
藩
祖
、
鍋
島
直
茂
（
一
五
三
八
〜
一
六
一
八
）
と
初
代
藩
主
、

勝
茂
（
一
五
八
〇
〜
一
六
五
七
）
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
親
は
朝
鮮
と
の
交
易
の

折
に
朝
鮮
陶
工
を
渡
来
さ
せ
、
佐
賀
県
北
部
の
北
波
多
村
に
あ
る
岸
岳
城
山
麓

で
築
窯
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
親
が
茶
の
湯
ひ
い
て
は
茶
道
具
の
重
要

性
を
知
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
史
料
に
『
有
浦
家
文
書
』
が
あ
る
。
天
正
一
七
年

（
一
五
八
九
）
三
月
頃
の
記
事
に
は
、「
今
度
の
在
京
に
、
如
形
之
名
人
に
罷
り

成
り
候
（
中
略
）
当
御
代
に
御
奉
公
を
続
け
申
す
可
き
こ
と
、
た
だ
た
だ
家
々

之
覚
悟
ま
で
候
、
是
第
一
、
今
度
の
も
う
け
に
て
候
、
百
二
十
年
め
で
た
き
に

て
候
、
御
心
安
か
る
べ
く
候
」

7

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
大
橋
康
二
氏

は
、
将
来
に
わ
た
る
家
の
安
泰
の
た
め
に
秀
吉
に
対
す
る
奉
公
第
一
で
あ
り
、

今
回
の
京
都
で
の
茶
の
湯
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
大
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示

し
て
い
る
こ
と
は
、
親
が
茶
陶
製
作
を
推
進
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

8

つ
ま
り
、
親
は
窯
業
を
自
領
の
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
親
は
文
禄
の
役
に
従
軍
し
て
朝
鮮
に
渡
り
、
文
禄

二
年
（
一
五
九
三
）
二
月
に
帰
国
の
途
中
、
秀
吉
の
政
略
に
よ
り
所
領
を
没
収

さ
れ
、
翌
年
に
常
陸
国
筑
波
山
麓
に
配
流
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
岸
岳
城
山
麓

で
陶
器
を
焼
い
て
い
た
陶
工
ら
は
各
地
に
離
散
し
て
し
ま
っ
た
。

親
配
流
の
後
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
秀
吉
の
命
に
よ
り
唐
津
領
は
寺

沢
志
摩
守
広
高
の
領
政
下
に
代
わ
っ
た
。
利
休
門
下
の
茶
人
で
あ
り
、
ま
た
経

済
に
も
明
る
い
武
将
で
あ
っ
た
広
高
は
諸
産
業
の
復
興
に
力
を
い
れ
、
岸
岳
落

城
の
の
ち
各
地
に
離
散
し
た
陶
工
た
ち
を
保
護
育
成
し
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
に

出
兵
し
て
い
た
軍
の
帰
国
に
際
し
、
多
く
の
朝
鮮
陶
工
を
連
れ
帰
っ
た
と
伝
わ

る
。
新
技
術
を
伝
え
た
陶
工
た
ち
は
既
に
あ
っ
た
岸
岳
系
唐
津
の
技
法
に
新
し

い
技
法
を
加
え
、
当
時
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
高
麗
茶
碗
や
美
濃
の
陶
器
の

影
響
を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
需
要
に
則
し
た
新
た
な
作
行
き
の
陶
器
の
製
造
に

あ
た
っ
た
。
こ
の
頃
製
造
さ
れ
た
唐
津
焼
を
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
器
種
と
比

べ
て
明
ら
か
に
茶
の
湯
で
の
使
用
を
前
提
と
し
た
も
の
が
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
新
た
な
朝
鮮
陶
工
の
渡
来
と
彼
ら
が
伝
え
た
陶
技
に
よ
っ
て
、
慶

長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
は
唐
津
焼
の
生
産
量
や
品
質
が
飛
躍
的
に

向
上
し
た
。

肥
前
佐
賀
藩
の
藩
祖
、
鍋
島
直
茂
と
鍋
島
勝
茂
も
ま
た
、
唐
津
焼
育
成
の
た

め
に
朝
鮮
半
島
の
陶
工
を
招
く
段
階
か
ら
関
与
し
た
。

9

唐
津
茶
陶
の
製
造
に
関

す
る
内
容
が
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
、
鍋
島
勝
茂
か
ら

国
元
の
家
老
鍋
島
生
三
に
宛
て
た
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
の
比
黒
田
如
水
同
前
ニ
古
田
織
部
殿
其
外
方
々
す
き
ニ
参
候
処
ニ
、
其
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元
へ
罷
居
候
唐
人
や
き
候
か
た
つ
き
・
茶
わ
ん
座
に
出
候
、
其
ニ
付
而
、

三
条
之
今
や
き
候
者
共
、
其
地
へ
可
罷
下
様
承
候
、
此
中
も
罷
下
、
や
か

せ
候
て
持
の
ほ
り
た
る
由
候
間
、
む
さ
と
や
き
候
ハ
ぬ
様
可
申
付
候

A

こ
こ
に
は
、
勝
茂
が
古
田
織
部
の
茶
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
肥
前
に
い
る

唐
人
（
朝
鮮
半
島
よ
り
渡
来
し
た
陶
工
た
ち
か
）
が
焼
い
た
肩
衝
茶
入
や
茶
碗

が
出
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
肥
前
で
生
産
さ
れ
た
茶
陶
系
製
品
は
京
三
条
で
や

き
も
の
を
扱
う
者
た
ち
が
、
近
頃
、
肥
前
に
下
向
し
焼
か
せ
て
持
ち
上
っ
た
も

の
の
よ
う
な
の
で
、
無
暗
に
焼
か
せ
ぬ
よ
う
に
と
あ
る
。
史
料
中
の
「
三
条
之

今
や
き
候
者
共
」
が
京
都
三
条
で
新
興
の
和
物
茶
陶
を
商
品
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
た
商
人
と
思
わ
れ
、
彼
ら
は
生
産
地
に
赴
い
て
流
行
り
も
の
を
手
に
入

れ
、
さ
ら
に
注
文
品
を
焼
か
せ
て
い
た
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
く

わ
え
て
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
茶
陶
系
製
品
の
商
品
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
と
、
鍋
島
藩
の
陶
器
の
生
産
・
流
通
へ
の
商
人
の
関
与
を
抑
止
し

よ
う
と
す
る
勝
茂
の
姿
勢
が
み
て
と
れ
る
。
勝
茂
が
こ
の
よ
う
な
反
応
を
示
し

た
こ
と
は
、
茶
陶
系
製
品
の
価
値
を
理
解
し
、
唐
津
焼
を
産
業
と
捉
え
、
庇
護

し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
陶
工
が
渡
来
し
て
唐
津
焼
の
製
造
に
携
わ
っ
た
背
景

に
、
茶
陶
製
造
へ
の
意
図
が
ど
の
程
度
は
た
ら
い
て
い
た
の
か
明
確
に
示
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
唐
津
焼
を
保
護
し
た
領
主
ら
は
皆
、
茶
の
湯
に
精

通
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
の
日
常
雑
器
の
製
造
に
加
え
て
、
都
に
お
け
る
茶
陶

の
需
要
に
対
応
し
た
陶
器
製
造
を
行
お
う
と
考
え
、
産
業
化
へ
の
道
筋
を
模
索

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
２
）　

奥
高
麗
茶
碗
の
形
状
分
類

奥
高
麗
茶
碗
は
、
し
ば
し
ば
高
麗
茶
碗
を
手
本
と
し
た
摸
倣
品
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
説
は
黒
川
真
頼
氏
（
一

八
二
九
〜
一
九
〇
六
）
の
『
工
芸
志
料
』

（
一
八
七
八
）
に
す
で
に
見
ら
れ
、
こ
れ

に
は
「
此
ノ
際
點
茶
盛
ニ
行
ハ
レ
人
高
麗

ノ
茶
碗
ヲ
珍
愛
ス
ル
ト
雖
モ
舶
載
ノ
モ
ノ

少
ク
シ
テ
得
易
カ
ラ
ズ
、
故
ニ
唐
津
ニ
於

テ
模
造
セ
シ
ム
、
後
世
之
ヲ
奥
高
麗
ト
イ

フ
」

B

と
あ
る
。
以
後
、『
工
芸
志
料
』
の

内
容
は
多
く
の
文
献
で
引
用
さ
れ
た
が
、

奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
の
形
状
の
類

似
性
に
着
目
し
た
の
は
佐
藤
進
三
氏
で

あ
る
。
佐
藤
氏
は
「
茶
陶
唐
津
の
研
究
」

（『
茶
道
雑
誌
』
第
二
〇
号
、
一
九
五
六
）

に
お
い
て
、
多
く
の
奥
高
麗
茶
碗
を
検
分

し
た
結
果
、
奥
高
麗
茶
碗
は
井
戸
茶
碗
風

の
も
の
（
図
１
）
と
熊
川
茶
碗
風
の
も
の

図１　唐津　米斗茶碗（奥高麗茶碗） 図２　奥高麗茶碗　銘「山里」
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（
図
２
）
に
大
別
で
き
る
と
し
た
。

C

く
わ
え
て
、
奥
高
麗
茶
碗
は
井
戸
茶
碗
特

有
の
梅
花
皮
が
高
台
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
高

麗
茶
碗
と
の
相
違
点
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
奥
高
麗
茶
碗
の
大
半
は
井
戸
形
と
熊
川
形
と
す
る
説
が
多
く
を

占
め

D

、
窯
や
作
行
き
な
ど
を
基
準
と
し
て
奥
高
麗
茶
碗
を
さ
ら
に
分
別
す
る
こ

と
は
行
わ
れ
ず
に
い
た
。
奥
高
麗
茶
碗
に
は
中
尾
、
是
閑
、
米
量
（
米
斗
・
米

計
）、
根
抜
と
呼
ば
れ
る
茶
碗
群
が
あ
る
が
、
こ
の
四
つ
は
形
状
を
基
準
に
分

け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
名
を
由
来
と
し
た
り
茶
人
が
茶
碗
の
趣
か
ら
名

付
け
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
戸
形
と
熊
川
形
の
他
に
も
呉
器
形
や
柿
の
蔕

形
、
椀
形
、
筒
形
を
し
た
奥
高
麗
茶
碗
の
存
在
に
言
及
し
た
も
の
も
あ
る
が

E

、

奥
高
麗
茶
碗
全
体
を
と
お
し
て
み
る
形
状
別
の
割
合
は
未
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
。そ

こ
で
、
次
の
方
法
で
奥
高
麗
茶
碗
の
形
状
分
類
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
現
存

す
る
奥
高
麗
茶
碗
の
写
真
を
図
書
、
雑
誌
、
図
録
な
ど
の
文
献
か
ら
収
集
し

た
。
そ
の
際
、
奥
高
麗
の
他
に
中
尾
、
是
閑
、
米
量
、
根
抜
の
名
称
を
冠
さ
れ

た
古
唐
津
茶
碗
も
現
在
の
分
類
に
従
い
奥
高
麗
茶
碗
の
範
疇
に
含
め
た
。
ま

た
、
発
掘
調
査
に
よ
り
窯
址
か
ら
出
土
し
た
碗
類
を
そ
の
作
行
き
か
ら
判
断
し

て
奥
高
麗
茶
碗
と
見
立
て
た
例
も
対
象
と
し
た
。
な
お
、
出
版
物
か
ら
写
真
が

得
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
情
報
を
得
た
。

高
麗
茶
碗
の
形
状
は
『
高
麗
茶
碗
―
論
考
と
資
料
―
』（
二
〇
〇
三
）
に
載
る

伝
世
の
高
麗
茶
碗
の
実
測
図

F

、
図
版
、
図
版
解
説
の
内
容
を
参
考
と
し
た
。
た

だ
し
、
茶
の
湯
に
お
け
る
茶
碗
の
種
類
分
別
は
か
な
り
曖
昧
な
も
の
で
、
図
版

の
み
に
頼
っ
て
確
実
に
判
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
直
接
手

に
取
り
、
肌
合
い
、
釉
薬
、
胎
土
、
量
感
な
ど
を
判
断
基
準
に
据
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
方
法
で
全
て
の
茶
碗
を
調
査
し
難

く
、
本
論
で
は
写
真
か
ら
判
別
で
き
る
各
形
状
の
特
徴
の
有
無
に
従
い
分
別
す

る
こ
と
と
し
た
。

実
物
調
査
や
画
像
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
八
七
碗
の
奥
高
麗
茶
碗
を
対

象
と
し
、
形
状
分
類
す
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
調
査
の
結
果
、
奥
高
麗
茶

碗
の
形
状
は
熊
川
形

G

、
井
戸
形

H

、
椀
形
、
呉
器
形

I

、
柿
の
蔕
形

J

、
筒
形
、
片
口

に
分
類
で
き
た
。
最
も
多
い
形
状
は
熊
川
形
で
、
約
半
数
を
占
め
る
。
そ
の
他

の
高
麗
茶
碗
系
統
の
形
状
と
大
差

が
ひ
ら
い
た
こ
と
は
、
本
来
、
朝

鮮
半
島
で
熊
川
茶
碗
の
器
形
を

作
っ
て
い
た
陶
工
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か

の
意
図
が
あ
り
熊
川
形
の
奥
高
麗

茶
碗
が
多
く
製
造
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
定
か

で
は
な
い
。
伝
世
す
る
高
麗
茶
碗

と
比
較
す
る
と
、
井
戸
茶
碗
の
数

は
他
種
を
圧
倒
し
一
〇
〇
碗
を
超

5 
 

によって生まれた情趣が感じられる一方で、細やかな造形表現が取り入れられた奥高麗茶碗には、従来

から続く日常雑器の製造とは異なる表現意識が存在したことが推測できる。 

このように、八七碗の奥高麗茶碗を対象として形状分類した結果、七五パーセントが高麗茶碗に類似す

る形状であることが明らかとなった。しかし、未だ両碗を分別するための明確な尺度は設けられていな

い。そこで、次章では土見せに着目して形状別に両碗を比較分析し、奥高麗茶碗特有の造形を探る。 

 

 
表１ 奥高麗茶碗の形状分類 

      ※は高麗茶碗の系統である。 

 

 

 二 土見せの範囲の比較分析 

 

（1） 調査対象・方法 

調査対象とする奥高麗茶碗は、前章末の表１に示した分類のうち、高麗茶碗の系統の熊川形、井戸形、

呉器形、柿の蔕形で、高台まわりの施釉が明確にわかる六三碗とした。それらの詳細は論文末の表 2にま

とめた。 

調査対象とする高麗茶碗は熊川茶碗21が二六碗、井戸茶碗22が九八碗、呉器茶碗が四一碗、柿の蔕茶碗

が一五碗である。これは高麗茶碗研究会が『高麗茶碗－論考と資料－』（二〇〇三）においてまとめた日

本国内における高麗茶碗の伝世品（熊川茶碗が二九碗23、井戸茶碗が一一七碗、呉器茶碗が四三碗24、柿

の蔕茶碗が一六碗）25のうち、施釉範囲が明確にわかる写真がある高麗茶碗を抜粋した数である。 

調査方法は次のとおりである。まず、図書・雑誌・図録などから奥高麗茶碗と高麗茶碗の写真資料を集

めた。写真は、茶碗の高台および高台まわりの施釉範囲がわかる鮮明なものを使用した。次に、土見せの

範囲を①土見せ無し（総釉）、②高台内、③高台脇、④腰、⑤胴に分類した。①は高台内まで釉薬が掛か

り、土見せが全くないことを指す。②は高台内と畳付のみ土見せがあること。③は高台内、畳付、高台、

高台脇に土見せがあること。④は高台内、畳付、高台、高台脇、腰に土見せがあること。⑤は高台内、畳

付、高台、高台脇、腰、胴に土見せがあることを指し、①から⑤に向けて土見せの範囲が広くなることを

意味する。そして、両碗の土見せの範囲を形状別に分類した。調査の結果、各形状の土見せの範囲は表 3-

1 のようになった。 

奥高麗茶碗の形状 数(碗) 割合(％) 総数(碗)
熊川形※ 41 47
井戸形※ 14 16
椀形 10 12

呉器形※ 6 7
柿の蔕形※ 4 5

筒形 3 3
片口 1 1
その他 8 9

87

表１　奥高麗茶碗の形状分類
� ※は高麗茶碗の系統である。
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え
る
の
に
対
し
て
、
奥
高
麗
茶
碗
の
井
戸
形
の
数
は
熊
川
形
を
大
き
く
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
高
麗
茶
碗
の
種
類
を
基
準
と
し
て
形
状
分
類
を
試
み
る
と
、
分
別
し

難
い
奥
高
麗
茶
碗
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
種
々
の
高
麗
茶
碗
の
造

形
要
素
を
十
分
に
満
た
し
て
い
な
い
奥
高
麗
茶
碗
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
熊
川
茶
碗
の
よ
う
に
丸
み
を
帯
び
た
深
い
腰
や
端
反
り
の
口
縁
を
有
す

る
が
、
高
さ
が
そ
れ
の
半
分
ほ
ど
の
も
の
。
形
状
は
椀
形
だ
が
、
井
戸
茶
碗
特

有
の
竹
の
節
高
台
が
あ
る
も
の
や
、
呉
器
茶
碗
に
み
ら
れ
る
撥
高
台
に
な
っ
て

い
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
高
麗
茶
碗
の
各
種
類
の
特
質
を
全

て
備
え
て
お
ら
ず
、
異
な
る
形
状
の
茶
碗
の
要
素
を
部
分
的
に
組
み
合
わ
せ
て

一
つ
の
茶
碗
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
麗
茶
碗
に
み
る
自
由
奔
放

で
無
造
作
な
手
遣
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
情
趣
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
細
や

か
な
造
形
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
奥
高
麗
茶
碗
に
は
、
従
来
か
ら
続
く
日
常

雑
器
と
は
異
な
る
表
現
意
識
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八
七
碗
の
奥
高
麗
茶
碗
を
対
象
と
し
て
形
状
分
類
し
た
結

果
、
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
高
麗
茶
碗
に
類
似
す
る
形
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
未
だ
両
碗
を
分
別
す
る
た
め
の
明
確
な
尺
度
は
設
け
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
土
見
せ
に
着
目
し
て
形
状
別
に
両
碗
を
比

較
分
析
し
、
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
造
形
を
探
る
。

二　

土
見
せ
の
範
囲
の
比
較
分
析

　
（
１
）　

調
査
対
象
・
方
法

調
査
対
象
と
す
る
奥
高
麗
茶
碗
は
、
前
章
末
の
表
１
に
示
し
た
分
類
の
う

ち
、
高
麗
茶
碗
の
系
統
の
熊
川
形
、
井
戸
形
、
呉
器
形
、
柿
の
蔕
形
で
、
高
台

ま
わ
り
の
施
釉
が
明
確
に
わ
か
る
六
三
碗
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
詳
細
は
論
文
末

の
表
２
に
ま
と
め
た
。

調
査
対
象
と
す
る
高
麗
茶
碗
は
熊
川
茶
碗

K

が
二
六
碗
、
井
戸
茶
碗

L

が
九
八

碗
、
呉
器
茶
碗
が
四
一
碗
、
柿
の
蔕
茶
碗
が
一
五
碗
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
麗
茶

碗
研
究
会
が
『
高
麗
茶
碗
―
論
考
と
資
料
―
』（
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
ま
と

め
た
日
本
国
内
に
お
け
る
高
麗
茶
碗
の
伝
世
品
（
熊
川
茶
碗
が
二
九
碗

M

、
井
戸

茶
碗
が
一
一
七
碗
、
呉
器
茶
碗
が
四
三
碗

N

、
柿
の
蔕
茶
碗
が
一
六
碗
）

O

の
う

ち
、
施
釉
範
囲
が
明
確
に
わ
か
る
写
真
が
あ
る
高
麗
茶
碗
を
抜
粋
し
た
数
で
あ

る
。調

査
方
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
図
書
・
雑
誌
・
図
録
な
ど
か
ら

奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
の
写
真
資
料
を
集
め
た
。
写
真
は
、
茶
碗
の
高
台
お

よ
び
高
台
ま
わ
り
の
施
釉
範
囲
が
わ
か
る
鮮
明
な
も
の
を
使
用
し
た
。
次
に
、

土
見
せ
の
範
囲
を
①
土
見
せ
無
し
（
総
釉
）、
②
高
台
内
、
③
高
台
脇
、
④
腰
、

⑤
胴
に
分
類
し
た
。
①
は
高
台
内
ま
で
釉
薬
が
掛
か
り
、
土
見
せ
が
全
く
な
い

こ
と
を
指
す
。
②
は
高
台
内
と
畳
付
の
み
土
見
せ
が
あ
る
こ
と
。
③
は
高
台

内
、
畳
付
、
高
台
、
高
台
脇
に
土
見
せ
が
あ
る
こ
と
。
④
は
高
台
内
、
畳
付
、
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（
２
）　

熊
川
形
と
熊
川
茶
碗

表
３-

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
熊
川
茶
碗
は
高
台
や
高
台
脇
に
素
土
が
見
ら

れ
る
も
の
が
多
く
、
総
釉
の
茶
碗
は
一
碗
の
み
で
あ
る
。（
図
３-

１
，
３-

２
）

ま
た
、
腰
ま
で
土
見
せ
が
あ
る
茶
碗
の
う
ち
、
腰
全
体
が
露
胎
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
熊
川
茶
碗
の
施
釉
範
囲
は
茶
碗
ご
と
に
斑
が
あ

り
、
製
造
過
程
に
お
け
る
土
見
せ
の
範
囲
に
対
す
る
意
識
は
乏
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。

高
台
、
高
台
脇
、
腰
に
土
見
せ
が
あ
る

こ
と
。
⑤
は
高
台
内
、
畳
付
、
高
台
、

高
台
脇
、
腰
、
胴
に
土
見
せ
が
あ
る
こ

と
を
指
し
、
①
か
ら
⑤
に
向
け
て
土
見

せ
の
範
囲
が
広
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
し
て
、
両
碗
の
土
見
せ
の
範
囲

を
形
状
別
に
分
類
し
た
。調
査
の
結
果
、

各
形
状
の
土
見
せ
の
範
囲
は
表
３-
１

の
よ
う
に
な
っ
た
。

6 
 

 

表 3-1 形状別にみた高麗茶碗と奥高麗茶碗の土見せの範囲の分析結果 

 

 

表 3-2 高麗茶碗と奥高麗茶碗の土見せの範囲の分析結果のグラフ 

 

（2） 熊川形と熊川茶碗 

表 3-1 に示したように、熊川茶碗は高台や高台脇に素土が見られるものが多く、総釉の茶碗は一碗の

腰全体が露胎となっているものは少な

における土見せの範囲に対する意識は

七割を占める。これらのうち釉切れの

となるように釉を施そうとする意識

の範囲が広いことと、奥高麗茶碗には

施釉範囲に対する意識が感じられることが明らかとなった。 

  

図 3-1,3-2 熊川茶碗 銘「田子月」         図 4-1,4-2 奥高麗茶碗 

 

高麗 奥高麗 高麗 奥高麗 高麗 奥高麗 高麗 奥高麗
　　　　　　種類
土見せの範囲 熊川茶碗 熊川形 井戸茶碗 井戸形 呉器茶碗 呉器形 柿の蔕茶碗 柿の蔕形

　①総釉 1 0 98 0 28 0 7 0
　②高台内 5 5 0 0 12 1 3 0
　③高台脇 13 6 0 1 1 1 0 0
　④腰 7 27 0 12 0 3 5 4
　⑤胴 0 1 0 1 0 1 0 0

合計 26 39 98 14 41 6 15 4

表３-１　形状別にみた高麗茶碗と奥高麗茶碗の土見せの範囲の分析結果

表３-２　 高麗茶碗と奥高麗茶碗の土見せの範囲
の分析結果のグラフ

図３-１，３-２　熊川茶碗　銘「田子月」

図４-１，４-２　奥高麗茶碗
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一
方
、
熊
川
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
、
腰
ま
で
土
見
せ
が
あ
る
茶
碗
が
お
よ
そ

七
割
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
釉
切
れ
の
線
が
一
定
の
腰
の
高
さ
に
現
れ
る

茶
碗
は
半
数
以
上
に
の
ぼ
り
、
腰
部
が
露
胎
と
な
る
よ
う
に
釉
を
施
そ
う
と
す

る
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。（
図
４-

１
，
４-

２
）

こ
の
よ
う
に
、
熊
川
茶
碗
よ
り
も
熊
川
形
の
奥
高
麗
茶
碗
の
ほ
う
が
土
見
せ

の
範
囲
が
広
い
こ
と
と
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は
施
釉
範
囲
に
対
す
る
意
識
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
（
３
）　

井
戸
形
と
井
戸
茶
碗

井
戸
茶
碗
は
高
台
内
ま
で
施
釉
さ
れ
た
総

釉
の
茶
碗
の
み
で
、
土
見
せ
が
あ
る
茶
碗
は

な
い
。
井
戸
茶
碗
は
大
井
戸
、
小
（
古
）
井

戸
、
青
井
戸
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た

分
類
に
関
係
な
く
茶
碗
に
露
胎
部
分
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。（
図
５-

１
，
５-

２
）

一
方
、
井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
ほ
ぼ
全

て
腰
ま
で
土
見
せ
が
あ
る
。
井
戸
形
の
奥
高

麗
茶
碗
に
は
、
高
い
高
台
を
も
つ
大
井
戸

茶
碗
の
形
状
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
小
井

戸
茶
碗
や
青
井
戸
茶
碗
に
似
た
も
の
が
多

い
。
大
井
戸
、
小
井
戸
、
青
井
戸
に
共
通
す

る
特
徴
は
、
高
台
の
梅
花
皮
と
呼
ば
れ
る
白
釉
の
凝
結
が
み
せ
る
窯
変
の
景
色

で
、
井
戸
茶
碗
特
有
の
造
形
要
素
と
し
て
賞
美
さ
れ
る
。
梅
花
皮
は
、
高
台
な

ど
を
荒
く
削
り
出
し
た
の
ち
に
釉
を
か
け
る
と
、
窯
の
中
で
釉
が
流
下
し
、
土

皺
の
間
に
釉
が
溜
ま
っ
て
そ
こ
だ
け
釉
が
厚
く
掛
か
っ
た
状
態
に
な
り
、
焼
成

後
、
素
地
と
釉
薬
の
収
縮
率
の
違
い
か
ら
激
し
く
貫
入
が
生
じ
て
現
れ
る
も
の

で
あ
る
。
井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
に
は
、
高
台
に
梅
花
皮
が
あ
る
も
の
が
少
な

い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
奥
高
麗
茶
碗
の
製
造
に
お
い
て
は
高
台
の
削
り
が
丁

寧
に
行
わ
れ
器
表
が
滑
ら
か
で
あ
る
こ
と

と
、
梅
花
皮
の
景
色
よ
り
も
土
見
せ
を
優

先
し
て
腰
ま
で
露
胎
と
し
た
た
め
、
削
り

出
し
た
部
分
に
釉
薬
が
厚
く
掛
か
る
こ
と

が
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。（
図

６-

１
，
６-

２
）

こ
の
よ
う
に
、
両
碗
を
比
較
す
る
と
、

井
戸
茶
碗
は
全
て
総
釉
で
あ
る
の
に
対

し
、
井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
に
は
全
て
土

見
せ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
形
状
の
類
似
は
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、
土
見
せ
の
有
無
に
大
い
に
相
違

が
あ
る
。

図６-１，６-２　奥高麗茶碗　中尾唐津

図５-１，５-２　井戸茶碗　銘「さかい」
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に
腰
ま
で
露
胎
と
な
っ
て
い
る
茶
碗
が
多
い
。
呉
器
形
の
奥
高
麗
茶
碗
の
高
台

は
比
較
的
低
く
、
素
土
が
広
範
囲
に
見
え
る
。（
図
８-

１
，
８-

２
）

こ
の
よ
う
に
、
呉
器
茶
碗
は
総
釉
の
茶
碗
が
七
割
を
占
め
、
土
見
せ
が
あ
る

も
の
は
そ
の
範
囲
が
②
高
台
内
で
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、

呉
器
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
全
て
の
茶
碗
に
土
見
せ
が
あ
り
、
施
釉
範
囲
に
大
き

な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
（
５
）　

柿
の
蔕
形
と
柿
の
蔕
茶
碗

柿
の
蔕
茶
碗
の
施
釉
範
囲
は
、
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
柿
の
蔕
茶
碗
は
鉄
分
を

多
く
含
む
黒
褐
色
の
胎
土
に
き
わ
め
て
薄
く
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
施
釉

範
囲
が
分
か
り
に
く
い
が
、
高
台
内
や
高
台
脇
の
胎
土
の
表
情
や
色
味
の
違
い

か
ら
判
断
し
、
①
総
釉
、
③
高
台
脇
、
④
腰
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
柿
の
蔕
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
全
て
腰
ま
で
土
見
せ
が
あ
っ
た
。
柿
の

蔕
茶
碗
と
比
べ
て
釉
薬
が
厚
く
か
か
り
、
釉
色
が
薄
く
、
胎
土
と
釉
薬
の
境
目

が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
碗
を
比
較

す
る
と
、
柿
の
蔕
茶
碗
に
は
総
釉
か
ら
腰
ま
で

土
見
せ
が
あ
る
も
の
が
存
在
し
、
施
釉
範
囲
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
に
対
し
、
柿
の
蔕
形
の
奥

高
麗
茶
碗
は
全
て
土
見
せ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
（
４
）　

呉
器
形
と
呉
器
茶
碗

呉
器
茶
碗
は
高
台
内
ま
で
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
た
総
釉
の
茶
碗
が
最
多
で
、
次

に
高
台
内
と
畳
付
に
土
見
せ
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
高
台
脇
が
土
見
せ
の
も
の

は
、
わ
ず
か
一
碗
で
あ
る
。（
図
７-

１
，
７-

２
）
そ
の
一
碗
を
除
い
て
、
八

の
字
型
ま
た
は
直
立
型
の
高
い
高
台
に
は
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
、
高
台
を
下
に
し

て
置
く
場
合
、
土
見
せ
を
み
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
呉
器
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
全
て
の
茶
碗
で
土
見
せ
が
み
ら
れ
、
と
く図８-１，８-２　奥高麗茶碗

図７-１，７-２　紅葉呉器茶碗　銘「菊月」

図９　柿の蔕茶碗　銘「瀧川」
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（
６
）　

考
察

高
麗
茶
碗
一
八
〇
碗
、
奥
高
麗
茶
碗
六
三

碗
を
対
象
と
し
て
、
高
台
お
よ
び
高
台
ま
わ

り
の
施
釉
範
囲
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
高
台
内
ま

で
施
釉
さ
れ
た
総
釉
の
奥
高
麗
茶
碗
は
存

在
せ
ず
、
全
て
土
見
せ
が
み
ら
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
腰
ま
で
土
見
せ
が
あ
る
茶
碗
が
七
割

以
上
を
占
め
、
高
麗
茶
碗
よ
り
も
奥
高
麗
茶

碗
の
ほ
う
が
土
見
せ
の
範
囲
が
広
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
形
状
別
に
み
る
と
、
熊
川
茶

碗
は
土
見
せ
が
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
土
見

せ
の
範
囲
は
熊
川
形
の
奥
高
麗
茶
碗
の
ほ

う
が
圧
倒
的
に
広
い
。
井
戸
茶
碗
は
全
て
総
釉
で
土
見
せ
が
な
い
の
に
対
し
、

井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
全
て
土
見
せ
が
あ
る
。
呉
器
茶
碗
は
総
釉
ま
た
は
高

台
内
の
み
素
土
が
み
ら
れ
る
茶
碗
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
呉
器
形
の
奥
高
麗
茶
碗

は
高
台
脇
や
腰
ま
で
土
見
せ
の
茶
碗
が
存
在
す
る
。
柿
の
蔕
茶
碗
は
土
見
せ
の

範
囲
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
柿
の
蔕
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
全
て
土
見
せ
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
麗
茶
碗
と
奥
高
麗
茶
碗
の
施
釉
範
囲
の
違
い
は
明
ら
か

で
、
奥
高
麗
茶
碗
の
製
造
に
あ
た
っ
て
は
、
高
台
お
よ
び
高
台
ま
わ
り
の
土
見

せ
を
意
匠
の
一
条
件
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

土
見
せ
の
意
味

　
（
１
）　

摸
倣
説
の
修
正

一
般
に
奥
高
麗
茶
碗
の
解
説
に
お
い
て
ま
ず
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
高
麗
茶
碗

に
似
た
古
唐
津
茶
碗
で
あ
る
こ
と
や
、
高
麗
茶
碗
を
手
本
と
し
て
作
ら
れ
た
唐

津
茶
碗
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
が
流
布
し
た
背
景
に
は
、
二
つ

の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
、
陶
工
の
出
自
と
系
譜
と
い
う
作
り
手
の
も
つ
技
術

的
系
統
を
、
奥
高
麗
茶
碗
製
造
の
中
核
に
位
置
付
け
た
た
め
で
あ
る
。
奥
高
麗

茶
碗
の
製
造
に
関
し
て
は
、
高
麗
茶
碗
の
造
形
に
大
き
な
変
化
を
加
え
た
様
子

は
な
く
、
朝
鮮
陶
工
た
ち
の
基
礎
的
な
技
術
に
基
づ
く
作
陶
姿
勢
が
垣
間
見
ら

れ
る
。
そ
の
製
造
に
は
決
し
て
高
度
な
技
術
を
新
た
に
獲
得
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
奥
高
麗
茶
碗
が
色
や
形
が
不
揃
い
の
や
き
も

の
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

も
う
一
つ
は
、
奥
高
麗
茶
碗
の
製
造
期
間
に
、
高
麗
茶
碗
の
需
要
が
そ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
奥
高
麗
茶
碗
が
製
造
さ
れ
た
一
六
世
紀
末

葉
か
ら
一
七
世
紀
初
期
、
す
で
に
声
価
の
高
か
っ
た
高
麗
茶
碗
は
文
禄
・
慶
長

の
役
に
よ
る
国
交
断
絶
に
よ
り
、
得
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
高
麗
茶
碗
の
代
わ
り
に
、
そ
れ
を
模
し
て
唐
津
焼
の
諸
窯
で
製
造
さ
れ
た

茶
碗
が
奥
高
麗
茶
碗
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
確
か
に
両
碗
に
は
類
似
す
る
要

素
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
写
し
と
い
う
行
為
に
重
点
が
お
か
れ
、
奥
高
麗
茶
碗

は
高
麗
茶
碗
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
た
場
合
の
摸
倣
形
式
と
捉
え
る
傾
向
が
根
強

図10-１，10-２　唐津茶碗　銘「三宝」
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く
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
土
見
せ
表
現
に
着
目
し
て
奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
を
比
較
分

析
す
る
と
、
奥
高
麗
茶
碗
は
高
麗
茶
碗
よ
り
も
土
見
せ
の
範
囲
が
広
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
奥
高
麗
茶
碗
の
製
造
に
お
い
て
、
高
麗
茶
碗
に
倣
っ
た
造

形
要
素
は
形
状
に
特
化
し
て
お
り
、
施
釉
範
囲
を
忠
実
に
写
し
た
形
跡
は
み
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
奥
高
麗
茶
碗
の
造
形
要
素
の
う
ち
施
釉
に
関
し
て
は
必

ず
し
も
高
麗
茶
碗
の
摸
倣
で
あ
る
と
断
言
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
奥
高
麗
茶
碗
の
土
見
せ
表
現
に
つ
い
て
は
、
作
品
解
説
で
そ
の
有

無
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
お
り
、
高
麗
茶
碗
と
の
関
係
性
に

言
及
し
た
も
の
は
数
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
林
屋
晴
三
氏
は
高
麗
茶
碗
と

の
関
係
性
を
踏
ま
え
、
井
戸
茶
碗
と
井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
の
土
見
せ
の
有
無

に
つ
い
て
「
高
台
を
土
見
せ
に
す
る
こ
と
は
、
井
戸
茶
碗
な
ど
に
は
見
ら
れ
な

い
の
で
、
そ
こ
に
和
物
茶
碗
と
し
て
の
あ
り
方
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う

の
で
あ
る
」

P

と
論
及
し
た
。
土
見
せ
は
奥
高
麗
茶
碗
の
み
な
ら
ず
、
一
六
世
紀

後
葉
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
製
造
さ
れ
た
他
窯
の
和
物
茶
碗
に
も
散
見
さ
れ
る

表
現
で
あ
る
。
林
屋
氏
は
奥
高
麗
茶
碗
に
み
ら
れ
る
土
見
せ
は
、
高
麗
茶
碗
に

は
な
い
独
特
の
造
形
表
現
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
土
見
せ
が
和
物
茶
碗
た
ら

し
め
る
要
素
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

土
見
せ
表
現
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
施
釉
方
法
か
ら
も
わ
か

る
。
唐
津
焼
の
作
陶
家
で
研
究
者
で
も
あ
る
中
里
逢
庵
氏
に
よ
る
と
、
施
釉
法

は
大
別
し
て
二
種
あ
り
、
一
つ
は
ず
ぶ
り
掛
け
。

Q

も
う
一
つ
は
柄
杓
掛
け
で
あ

る
。
ず
ぶ
り
掛
け
と
は
、
釉
の
中
に
高
台
ま
た
は
胴
を
つ
ま
ん
で
器
を
浸
し
、

釉
の
中
で
上
下
に
振
っ
て
中
の
空
気
を
抜
く
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
柄

杓
掛
け
は
、
釉
を
柄
杓
で
茶
碗
の
内
外
に
手
早
く
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

R

ど
ち
ら
の
方
法
を
と
る
に
し
て
も
、
高
台
ま
わ
り
に
露
胎
部
分
を
つ
く
る

た
め
に
は
意
識
的
に
施
釉
範
囲
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

奥
高
麗
茶
碗
の
全
形
状
で
土
見
せ
が
あ
る
こ
と
は
、
陶
工
に
土
見
せ
を
設
け
る

と
い
う
共
通
の
意
識
が
存
在
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
奥
高
麗
茶
碗
に
土
見
せ
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

単
な
る
高
麗
茶
碗
の
摸
倣
で
は
な
く
、
新
た
な
和
物
茶
碗
の
創
造
が
行
わ
れ
た

こ
と
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
２
）　

露
胎
へ
の
美
意
識
の
芽
生
え

桃
山
時
代
の
や
き
も
の
は
、
圧
倒
的
に
作
り
手
よ
り
も
使
い
手
で
あ
る
茶
人

に
よ
っ
て
導
か
れ
、
展
開
し
た
側
面
が
強
い
。
茶
陶
の
歴
史
の
う
え
で
桃
山
時

代
が
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
茶
の
湯
の
あ
り
方

そ
の
も
の
の
変
化
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
お
け
る
書
院
茶
は
同
朋
衆
な
ど
が
用

意
し
た
茶
が
座
敷
に
運
ば
れ
、
そ
れ
を
飲
み
、
座
敷
に
飾
ら
れ
た
唐
物
な
ど
の

逸
品
を
鑑
賞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
桃
山
時
代
の
茶
の
湯
は
茶
室
に
炉

が
切
ら
れ
、
亭
主
が
茶
室
に
道
具
を
運
び
込
み
、
客
の
前
で
茶
を
点
て
た
。
ま

た
、
茶
の
湯
は
精
神
性
を
重
視
し
た
も
の
に
変
化
し
、
茶
人
ひ
と
り
一
人
の
精

神
世
界
を
表
現
す
る
た
め
の
独
自
な
道
具
の
創
作
が
行
わ
れ
た
。
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こ
う
し
て
顧
客
の
需
要
に
応
じ
た
茶
陶
の
生
産
・
流
通
体
制
が
確
立
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
、
天
正
年
間
か
ら
慶
長
年
間
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
和
物
茶
碗
の
一

つ
が
、
奥
高
麗
茶
碗
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
茶
人
の
美
意
識
に
則
し
た
意
匠
が
施

さ
れ
た
茶
陶
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
初
期
段
階
に
、
土
見
せ
表
現
を
取

り
入
れ
た
奥
高
麗
茶
碗
が
誕
生
し
た
。
高
麗
茶
碗
に
は
な
い
広
範
囲
な
土
見
せ

の
創
成
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
露
胎
部
分
を
設
け
る

意
図
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
陶
技
の
導
入
や
窯
構
造
の
変
化
、
生
産
の
効
率
化

な
ど
の
要
素
も
当
然
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
美
意
識
の
観
点
か
ら

考
察
し
て
み
た
い
。

一
六
世
紀
末
葉
に
奥
高
麗
茶
碗
が
製
造
さ
れ
、
需
要
さ
れ
た
背
景
に
は
、
侘

び
茶
の
理
念
を
根
底
と
し
た
侘
び
の
美
が
あ
る
。
侘
び
の
美
と
は
、
主
と
し
て

自
然
素
材
で
作
ら
れ
た
も
の
の
単
純
性
の
な
か
に
、
人
為
や
作
為
を
加
え
な
い

個
性
を
内
包
し
た
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
潜
む
美
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
個
性

と
は
、
器
ご
と
に
異
な
る
風
情
や
景
色
を
指
す
。
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
は
、
植

物
や
土
と
い
っ
た
自
然
が
育
ん
だ
素
材
や
、
窯
内
で
火
焔
が
も
た
ら
す
窯
変
な

ど
の
こ
と
で
、
茶
人
た
ち
は
そ
れ
ら
を
移
り
行
く
自
然
や
自
ら
の
人
生
と
結
び

つ
け
て
尊
ん
だ
。
こ
う
し
た
人
間
の
思
考
と
技
を
超
え
た
自
然
の
造
形
を
懐
か

し
む
根
底
に
は
、
敢
え
て
美
を
露
わ
に
せ
ず
、
僅
か
に
仄
か
す
こ
と
を
奥
床
し

く
思
う
心
が
あ
る
。

奥
高
麗
茶
碗
の
土
見
せ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
好
む
美
意

識
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
露
胎
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
土
味
は
、
土
の
粘
り

や
色
、
高
台
の
削
り
跡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
胎
土
の
様
子
の
こ
と
を
い
い
、
そ
れ

ら
が
組
み
合
わ
さ
り
、
一
碗
ご
と
に
複
雑
な
表
情
を
作
り
出
す
。
土
見
せ
に
み

ら
れ
る
手
跡
に
は
、
轆
轤
目
、
兜
巾
、
箆
目
、
縮
緬
皺
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら

の
造
形
要
素
か
ら
は
装
飾
的
な
作
調
は
感
じ
ら
れ
ず
、
変
化
に
富
ん
だ
趣
や
手

の
成
り
行
き
に
任
せ
た
躍
動
感
が
あ
る
。
茶
人
は
、
こ
う
し
た
奥
高
麗
茶
碗
の

土
見
せ
に
み
る
余
情
性
に
自
ら
の
茶
境
を
重
ね
合
わ
せ
、
美
を
見
出
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
露
胎
に
現
れ
る
土
本
来
の
性
質
と
陶
工
の
手
遣
い
が
織
り
な

す
造
形
に
は
、
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
を
良
と
し
、
人
為
的
な
も
の
を
嫌

い
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
尊
ぶ
美
意
識
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
奥
高
麗
茶
碗
は

独
特
な
色
彩
や
陶
膚
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
奇
抜
な
形
状
も
有
し
て
い
な

い
。
そ
の
没
個
性
と
も
い
う
べ
き
茶
碗
に
み
ら
れ
る
特
質
は
、
人
為
の
及
ば
な

い
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
土
の
魅
力
に
あ
る
。
自
然
素
材
そ
の
も
の
が
も
つ
質
朴

と
し
た
野
趣
。
轆
轤
目
や
高
台
削
り
に
み
る
陶
工
の
手
遣
い
と
そ
の
余
韻
を
感

じ
ら
れ
る
趣
。
こ
う
し
た
造
形
は
、
自
然
か
ら
生
ま
れ
出
た
本
質
的
な
も
の
に

美
を
見
出
し
た
茶
人
の
美
意
識
に
か
な
う
も
の
で
、
敢
え
て
高
台
ま
わ
り
を
露

胎
に
し
た
意
図
は
、
土
や
手
跡
の
美
し
さ
を
存
分
に
引
き
出
し
、
そ
れ
を
賞
玩

す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
え
る
。
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四　

茶
陶
と
し
て
の
創
造
性
の
発
露

草
創
期
の
唐
津
焼
の
製
品
は
日
常
雑
器
が
主
で
、
機
能
本
位
の
域
を
出
な
い

茶
陶
の
要
素
が
希
薄
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
唐
津
焼
の
基
本
的
な
作
風
と
し

て
朝
鮮
陶
磁
の
素
朴
さ
を
身
上
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
唐
津
で
生
産
さ

れ
た
器
種
の
多
く
は
壺
・
甕
・
瓶
・
皿
で
、
茶
碗
や
茶
入
な
ど
の
茶
陶
は
相
対

的
に
少
な
い
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
奥
高
麗
茶
碗
は
初
期
の
茶
陶
と
し
て
製

造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

中
里
逢
庵
氏
は
「
奥
高
麗
茶
碗
は
、
雑
器
か
ら
転
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
」

S

と
述
べ
、
日
常
雑
器
と
し
て
作
ら
れ
た
唐
津
茶
碗
と
区
別
し
て
い
る
。
矢

部
良
明
氏
も
「
奥
高
麗
は
朝
鮮
か
ら
文
禄
・
慶
長
の
役
を
契
機
に
し
て
渡
来
し

た
陶
工
が
つ
く
っ
た
初
期
の
茶
陶
で
あ
り
、
実
用
品
の
見
立
て
と
は
考
え
に
く

い
」

T

と
論
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
荒
川
正
明
氏
は
「
唐
津
の
茶
碗
に
は
日
常
的

な
碗
が
見
立
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
奥
高
麗
と
呼
ば
れ
て
い
る
茶
碗
は
明

ら
か
に
茶
陶
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
」

U

と
説
き
、
多
く
の
研
究
者
に

よ
っ
て
、
奥
高
麗
茶
碗
は
も
と
よ
り
茶
陶
と
し
て
製
造
さ
れ
た
茶
碗
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
赤
沼
多
佳
氏
は
奥
高
麗
茶
碗
と
無
紋
の
唐
津
茶
碗
の
区

分
に
つ
い
て
「
近
頃
、
一
見
奥
高
麗
に
近
い
枇
杷
色
釉
が
か
け
ら
れ
た
大
振
り

の
唐
津
茶
碗
を
全
て
奥
高
麗
と
す
る
傾
向
が
一
般
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
江
戸

時
代
か
ら
奥
高
麗
と
呼
ば
れ
て
い
る
茶
碗
は
釉
調
だ
け
で
な
く
、
全
体
の
作
行

き
や
胎
土
な
ど
に
も
特
徴
が
あ
り
、
無
紋
の
唐
津
茶
碗
と
奥
高
麗
は
厳
密
に
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
」

V

と
言
及
し
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は
無
紋
の
唐
津
茶
碗
に
は

な
い
特
有
の
造
形
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

満
岡
忠
成
氏
は
奥
高
麗
茶
碗
の
総
体
の
作
行
き
に
関
し
て
「
た
し
か
に
狙
ひ

は
高
麗
物
に
あ
る
が
、
茶
趣
味
へ
の
息
吹
の
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
の
も
見
逃
せ
な
い

點
で
、
こ
れ
も
奥
高
麗
の
著
し
い
特
色
と
い
ふ
べ
く
」

W

と
述
べ
、
高
麗
茶
碗
と

の
差
異
を
暗
示
し
て
い
る
。
満
岡
氏
の
い
う
「
茶
趣
味
へ
の
息
吹
」
が
奥
高
麗

茶
碗
の
ど
の
部
分
を
指
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は

本
来
、
他
の
用
途
を
も
つ
も
の
を
茶
道
具
に
見
立
て
た
高
麗
茶
碗
と
は
異
な
る

茶
陶
と
し
て
の
趣
き
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は
唐
津
焼
の
大
半
を
占
め
る
日
常
雑
器
の
碗

類
と
も
、
朝
鮮
製
の
高
麗
茶
碗
と
も
異
な
る
特
有
の
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
そ
れ
で
は
、
本
来
、
茶
陶
と
し
て
誕
生
し
た
茶
碗
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
場
合
、
奥
高
麗
茶
碗
に
み
る
創
造
性
と
は
茶
碗
の
ど
の
部
分
に
認
め
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
土
見
せ
こ
そ
奥
高
麗
茶
碗
が
茶
陶
と
し
て
誕
生
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
二
章
に
お
け
る
奥
高
麗
茶
碗

と
高
麗
茶
碗
の
比
較
分
析
の
結
果
、
奥
高
麗
茶
碗
に
み
る
高
台
内
か
ら
腰
に
か

け
て
広
が
る
土
見
せ
は
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
例
え
ば
、
類
似
す
る
高
麗
茶
碗
の
う
ち
井
戸
茶
碗
は
総
釉
で
あ
る
の
に
対

し
、
全
て
の
井
戸
形
の
奥
高
麗
茶
碗
に
は
土
見
せ
が
あ
る
。
呉
器
茶
碗
は
総
釉

ま
た
は
高
台
内
の
み
土
見
せ
の
茶
碗
だ
け
存
在
す
る
が
、
呉
器
形
の
奥
高
麗
茶

碗
は
全
て
土
見
せ
が
あ
る
。
熊
川
形
の
奥
高
麗
茶
碗
は
熊
川
茶
碗
に
比
べ
て
土
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見
せ
の
範
囲
が
圧
倒
的
に
広
く
、
奥
高
麗
茶
碗
は
敢
え
て
器
表
全
体
に
施
釉
せ

ず
素
土
を
残
す
こ
と
を
表
現
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
う
し
た
土
見
せ
表
現
は
、
高
麗
茶
碗
の
摸
倣
で
は
な
く
奥
高
麗
茶
碗
の

製
造
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
試
み
と
い
え
よ
う
。

く
わ
え
て
、
土
見
せ
表
現
は
た
だ
茶
碗
に
釉
薬
が
掛
か
っ
て
い
な
い
部
分
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
施
釉
部
分
と
の
色
彩
や
質
感
の
対
比
を
つ
く
り
出
し
た

り
、
轆
轤
目
や
露
胎
部
分
の
削
り
跡
な
ど
陶
工
の
手
遣
い
と
器
表
に
残
る
そ
の

余
韻
を
鮮
明
に
映
し
出
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
。
胎
土
を
露
わ
に
す
る
こ
と

で
、
茶
碗
に
新
た
な
見
ど
こ
ろ
を
創
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
土
見
せ
表
現

は
、
各
地
の
窯
で
製
造
さ
れ
た
桃
山
茶
陶
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
共
通
の
手
法

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
美
意
識
や
生
活
の
変
化
や
顧
客
の
増
大
に
と
も
な
い
、

商
人
た
ち
を
介
し
て
複
数
の
産
地
を
巻
き
込
ん
だ
大
規
模
な
生
産
・
流
通
体
制

の
中
で
、
奥
高
麗
茶
碗
が
製
造
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
蠢
く

時
代
の
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
新
し
い
和
物
茶
陶
の
創
造
に
尽
力
し
た
人
々
の
想

い
が
、
土
見
せ
表
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
土
見
せ
表
現

に
み
る
創
造
性
と
は
、
唐
津
焼
の
製
造
を
主
導
し
た
領
主
、
実
際
に
奥
高
麗
茶

碗
を
茶
会
で
用
い
た
茶
人
、
需
要
者
で
あ
る
茶
人
と
窯
元
を
介
在
し
て
茶
碗
を

指
導
・
注
文
し
た
商
人
を
主
体
と
し
た
美
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
茶
陶
と
し
て
の
奥
高
麗
茶
碗
に
み
る
創
造
性
は
土
見
せ
表
現

に
あ
る
。
奥
高
麗
茶
碗
は
本
来
、
朝
鮮
陶
工
ら
が
も
つ
陶
技
に
基
づ
き
つ
く
ら

れ
た
茶
碗
で
、
朝
鮮
半
島
で
従
来
、
雑
器
や
祭
器
を
製
造
し
て
い
た
朝
鮮
陶
工

の
自
由
奔
放
な
手
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は
広
範
囲

な
土
見
せ
が
あ
り
、
茶
の
湯
の
趣
向
に
従
っ
て
既
存
の
茶
碗
に
新
た
な
表
現
を

付
加
し
、
独
自
の
造
形
を
追
求
し
た
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
奥

高
麗
茶
碗
は
一
つ
の
茶
陶
と
し
て
の
個
性
を
備
え
て
お
り
、
単
な
る
高
麗
茶
碗

の
摸
倣
を
超
越
し
、
新
た
な
和
物
茶
碗
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
識

に
溢
れ
た
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
研
究
は
高
台
お
よ
び
高
台
ま
わ
り
の
土
見
せ
表
現
に
着
目
し
て
、
奥
高
麗

茶
碗
と
高
麗
茶
碗
を
比
較
分
析
し
、
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
造
形
表
現
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
分
析
の
結
果
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
一
つ
は
、
高
麗
茶
碗
は
形
状
に
よ
っ
て
土
見
せ
の
有
無
に
偏
り
が
あ

る
の
に
対
し
、
奥
高
麗
茶
碗
は
全
形
状
で
土
見
せ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
奥
高
麗
茶
碗
は
高
麗
茶
碗
よ
り
も
土
見
せ
の
範
囲
が
広
い
こ
と
で
あ

る
。こ

れ
に
よ
り
、
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
造
形
表
現
と
は
、
広
範
囲
な
土
見
せ
で

あ
る
と
結
論
付
け
た
。
そ
し
て
、
奥
高
麗
茶
碗
は
高
麗
茶
碗
の
摸
倣
品
で
あ
る

と
す
る
こ
れ
ま
で
の
説
に
対
し
、
奥
高
麗
茶
碗
は
単
な
る
高
麗
茶
碗
の
摸
倣
に

留
ま
ら
ず
、
土
見
せ
表
現
を
付
加
し
た
点
に
お
い
て
和
物
茶
碗
と
し
て
の
創
造

性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
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な
ぜ
、
奥
高
麗
茶
碗
に
は
土
見
せ
表
現
が
付
加
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
意
味
を

美
意
識
の
観
点
か
ら
捉
え
れ
ば
、
露
胎
に
あ
ら
わ
れ
る
土
本
来
の
性
質
や
、
轆

轤
目
や
高
台
の
削
り
跡
な
ど
を
賞
玩
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
高
麗
茶

碗
が
製
造
さ
れ
た
天
正
年
間
後
半
か
ら
慶
長
年
間
は
侘
び
茶
が
隆
盛
し
、
侘
び

茶
で
は
自
然
な
造
形
に
美
が
見
出
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
尊
ぶ
美
意
識
が

醸
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
美
意
識
の
も
と
、
茶
人
は
茶
の
湯
で
唐
津
茶
碗
を
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。
唐
津
焼
の
茶
陶
製
造
に
は
需
要
者
で
あ
る
茶
人
の
好

み
を
知
る
領
主
や
商
人
が
介
在
し
、
彼
ら
は
茶
人
の
好
み
を
反
映
さ
せ
た
茶
陶

を
指
導
・
注
文
し
た
。
こ
う
し
て
、
高
麗
茶
碗
の
造
形
を
保
持
し
な
が
ら
も
広

範
囲
な
土
見
せ
と
い
う
特
有
の
表
現
を
付
加
し
た
奥
高
麗
茶
碗
が
誕
生
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
も
の
の
本
質
を
捉
え
て
そ
れ
に
美
を
見
出
し
、
そ
う
し

た
美
が
宿
る
道
具
を
茶
会
で
用
い
て
自
ら
の
茶
境
を
体
現
し
た
。
奥
高
麗
茶
碗

の
土
見
せ
は
、
大
ら
か
な
土
味
と
轆
轤
目
や
削
り
跡
に
み
る
作
為
を
感
じ
さ
せ

な
い
造
形
を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
茶
人
ら
は
美
を
見

出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は
奥
高
麗
茶
碗
特
有
の
造
形
要
素
の
解
明
を
試
み
た
が
、
本
論
は
施

釉
範
囲
に
の
み
着
目
し
た
も
の
で
、
奥
高
麗
茶
碗
の
全
体
像
を
掴
む
た
め
に

は
、
そ
の
他
の
造
形
要
素
を
総
合
的
に
踏
ま
え
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
土
見
せ
表
現
が
施
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
美
意
識
に
く
わ
え
て
陶
技
や

窯
業
体
制
な
ど
の
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
、
そ
の
他
の
桃
山
茶
陶
と
の
関
係

性
を
把
握
す
る
糸
口
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
新
た
な
観
点
か
ら
研
究
を
進

め
、
奥
高
麗
茶
碗
の
位
置
付
け
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
。

註（
１
） 　

高
麗
茶
碗
と
は
朝
鮮
半
島
で
作
ら
れ
、
日
本
へ
将
来
さ
れ
、
茶
の
湯
で
茶
を
喫

す
る
た
め
に
使
わ
れ
続
け
た
碗
類
の
こ
と
を
指
す
。「
高
麗
」
は
製
造
年
代
が
高
麗

時
代
（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
ら
ず
、
中
国
製
の
絵

画
や
工
芸
を
唐
物
と
い
う
に
等
し
い
表
現
で
あ
る
。
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
高
麗
茶

碗
は
、
朝
鮮
王
朝
時
代
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
麗
茶
碗
に
は
、
朝
鮮
半

島
で
日
常
雑
器
や
祭
祀
用
に
使
用
さ
れ
て
い
た
碗
類
を
抹
茶
茶
碗
に
見
立
て
た
も

の
と
、
そ
れ
を
需
要
し
た
の
ち
に
、
茶
の
湯
の
好
み
に
よ
っ
て
日
本
か
ら
注
文
し

て
朝
鮮
半
島
で
作
ら
せ
た
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
製
造
期
間
は
一
六
世
紀
初
頭
〜

一
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
で
あ
る
。

（
２
） 　

奥
高
麗
茶
碗
の
「
奥
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
①
日
本
か
ら
み
て
高

麗
よ
り
も
奥
の
地
域
、
す
な
わ
ち
奥
高
麗
の
陶
工
が
唐
津
に
渡
っ
て
焼
い
た
や
き

も
の
で
あ
る
と
す
る
説
。（
木
村
探
元
述
「『
白
鷺
洲
』
中
の
記
事
」（
一
七
五
四
〜

六
〇
年
ご
ろ
成
立
）
第
二
巻　

風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
、
一
九
一
二
、
六
二
頁
）

②
奥
は
往
古
の
意
で
あ
る
と
す
る
説
。（
初
見
は
黒
川
真
頼
『
工
芸
志
料
』
第
三　

美
術
篇　

工
芸
篇　

国
書
刊
行
会
、
一
八
七
八
、
四
八
四
頁
）
③
奥
高
麗
茶
碗
の

製
造
地
が
中
国
東
北
部
と
考
え
ら
れ
、
日
本
か
ら
み
て
中
国
東
北
部
が
高
麗
の
奥

に
位
置
す
る
た
め
奥
高
麗
と
し
た
説
。（
真
清
水
蔵
六
『
陶
寄
』
第
三
巻　

朝
鮮
の

部　

好
陶
会
、
一
九
一
八
、
六
六
頁
）
④
唐
津
地
域
の
な
か
で
も
奥
地
の
窯
で
焼

か
れ
た
や
き
も
の
と
す
る
説
。（
下
中
邦
彦
『
陶
器
全
集　

第
三
巻　

肥
前
の
唐
津

焼
』
平
凡
社
、
一
九
五
八
、
一
〇
頁
）
⑤
奥
高
麗
茶
碗
の
造
形
的
な
要
素
や
そ
れ

か
ら
感
じ
取
ら
れ
る
、
お
も
お
も
し
く
奥
ゆ
か
し
い
趣
に
由
来
す
る
説
。（
矢
部
良

明
『
角
川
日
本
陶
磁
大
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
、
二
一
七
〜
二
一
八
頁
）

（
３
） 　

熊
倉
功
夫
『
山
上
宗
二
記　

付
茶
話
指
月
集
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
、
三
四
頁

（
４
） 　

今
焼
茶
碗
と
は
今
日
の
茶
の
湯
界
で
楽
茶
碗
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
時
、
新

規
な
茶
碗
と
し
て
登
場
し
た
瀬
戸
茶
碗
と
も
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て

長
次
郎
の
茶
碗
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。（
赤
沼
多
佳
『
日
本
の
美
術　

第
四
二
五
号　

高
麗
茶
碗
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
一
、
二
五
頁
）
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（
５
） 　

永
島
福
太
郎
『
茶
道
古
典
全
集
』「
松
屋
会
記
」（
松
屋
久
政
他
会
記
）
第
九
巻　

淡
交
新
社
、
一
九
七
七
、
二
頁

（
６
） 　

谷
晃
『
わ
か
り
や
す
い
高
麗
茶
碗
の
は
な
し
』
淡
交
社
、
二
〇
一
四
、
一
四
頁

（
７
） 　

谷
晃
『
茶
会
記
の
研
究
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
一
、
二
七
五
頁

（
８
） 　

大
橋
康
二
「
土
の
美
古
唐
津
―
肥
前
陶
磁
の
す
べ
て
―
」『
土
の
美
古
唐
津
―
肥

前
陶
磁
の
す
べ
て
―
』
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
頁

（
９
） 　

同
上
書
、
二
〇
〇
頁

（
10
） 　

山
本
常
朝
『
山
本
神
右
衛
門
重
澄
法
名
孝
白
善
忠
年
譜
』
一
七
〇
七

（
11
） 　

大
橋
康
二
、
前
掲
書
、
二
〇
一
頁　

佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
「
鍋
島
勝
茂
書
状
」

（
坊
所
鍋
島
家
文
書
二
〇
七　
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
よ
り
転
載
）

（
12
） 　

黒
川
真
頼
『
工
芸
志
料
』
第
三　

美
術
篇　

工
芸
篇　

国
書
刊
行
会
、
一
八
七

八
、
四
八
四
頁

（
13
） 　

佐
藤
進
三
「
茶
陶
唐
津
の
研
究
」『
茶
道
雑
誌
』
第
二
〇
号
（
九
）
一
條
書
房
、

一
九
五
六
、
一
七
頁

（
14
） 　

野
村
泰
三
『
茶
碗
の
み
か
た
Ⅰ
』
保
育
社
、
一
九
七
六
、
三
七
頁

　
　
　

矢
部
良
明
『
角
川
日
本
陶
磁
大
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
、
二
一
七
頁

（
15
） 　

川
原
正
彦
「
唐
津
焼
の
種
類
と
名
称
」『
日
本
の
美
術　

唐
津
』
第
一
三
六
号　

至
文
堂
、
一
九
七
七
、
頁
数
な
し

　
　
　

中
里
太
郎
右
衛
門
『
陶
磁
大
系
13
唐
津
』
平
凡
社
、
一
九
七
二
、
一
二
一
頁

　
　
　
『
古
唐
津
展
―
肥
前
陶
器
の
歴
史
と
美
を
探
る
―
』
佐
賀
県
立
美
術
館
、
一
九
七

八
、
一
頁

（
16
） 　

稲
垣
正
宏
、
鈴
木
裕
子
ほ
か
「
伝
世
の
高
麗
茶
碗
と
実
測
図
」『
高
麗
茶
碗
―
論

考
と
資
料
―
』
河
原
書
店
、
二
〇
〇
三
、
二
〇
〜
二
一
頁
、
二
四
〜
二
六
頁

（
17
） 　

熊
川
形
の
特
徴
は
、
口
縁
が
外
側
に
向
か
っ
て
沿
っ
た
端
反
口
、
大
き
な
高
台
、

深
く
丸
い
腰
で
あ
る
。

（
18
） 　

井
戸
形
の
特
徴
は
、
わ
ず
か
に
反
っ
た
口
縁
、
浅
い
腰
、
高
台
脇
か
ら
口
縁
ま

で
伸
び
た
直
線
的
な
稜
線
で
あ
る
。

（
19
） 　

呉
器
形
の
特
徴
は
、
比
較
的
深
い
見
込
み
、
外
反
り
の
高
台
、
張
り
気
味
の
肩

で
あ
る
。

（
20
） 　

柿
の
蔕
形
の
特
徴
は
、
や
や
高
く
立
っ
た
腰
、
立
ち
上
が
っ
た
胴
部
、
端
反
り

の
口
縁
で
あ
る
。

（
21
） 　

本
稿
に
お
け
る
熊
川
茶
碗
と
は
、
一
六
世
紀
（
一
五
九
〇
年
頃
ま
で
）
に
朝
鮮

半
島
で
製
造
さ
れ
た
日
常
雑
器
の
碗
類
が
日
本
に
将
来
さ
れ
茶
陶
に
見
立
て
ら
れ

た
も
の
と
、
豆
毛
浦
倭
館
外
に
築
窯
さ
れ
た
一
六
三
九
年
頃
か
ら
、
倭
館
で
の
生

産
が
停
止
す
る
一
七
一
八
年
頃
ま
で
に
、
日
本
へ
の
輸
出
を
前
提
に
製
造
さ
れ
た

も
の
指
す
。
た
だ
し
、
谷
晃
氏
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
〇
年
頃
か
ら
従
来
か
ら
あ
る

民
窯
や
地
方
官
窯
を
借
り
て
、
一
時
的
に
日
本
向
け
の
や
き
も
の
を
焼
い
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。（
谷
晃
『
わ
か
り
や
す
い
高
麗
茶
碗
の
は
な
し
』
淡
交
社
、

二
〇
一
四
、
二
四
頁
）

（
22
） 　

本
稿
に
お
け
る
井
戸
茶
碗
と
は
、
一
六
世
紀
に
朝
鮮
半
島
で
製
造
さ
れ
た
日
常

雑
器
類
、
あ
る
い
は
祭
器
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
茶
陶
と
し
て
使
用
さ
れ
始
め
た
も

の
と
、
一
七
世
紀
に
入
り
日
本
か
ら
注
文
さ
れ
て
朝
鮮
半
島
で
製
造
し
た
も
の
を

指
す
。
大
井
戸
茶
碗
、
小
井
戸
茶
碗
、
青
井
戸
茶
碗
、
小
貫
入
井
戸
を
総
称
し
て

井
戸
茶
碗
を
呼
ぶ
。

（
23
） 　

熊
川
茶
碗
二
九
碗
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
熊
川
一
〇
碗
。
熊
川
雨
漏
一

碗
。
真
熊
川
七
碗
。
鬼
熊
川
一
一
碗
。
後
熊
川
一
碗
。

（
24
） 　

呉
器
茶
碗
四
三
碗
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
呉
器
一
五
碗
。
紅
葉
呉
器
八

碗
。
大
徳
寺
呉
器
四
碗
。
尼
呉
器
二
碗
。
錐
呉
器
九
碗
。
番
匠
呉
器
二
碗
。
遊
撃

呉
器
二
碗
。
絵
呉
器
一
碗
。

（
25
） 　

高
麗
茶
碗
研
究
会
に
よ
る
高
麗
茶
碗
の
伝
世
品
一
覧
の
作
製
は
、
次
の
文
献
に

依
る
。

　
　
　

徳
川
義
宣
他
『
茶
の
湯
美
術
館
』
全
三
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
九
七
／
林
屋
晴

三
『
高
麗
茶
碗
』
全
五
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
／
千
宗
室
監
修
『
茶
道
美

術
全
集
』
第
一
巻
、
第
二
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
〇
／
小
田
栄
一
『
唐
物
茶
碗
と

高
麗
茶
碗
』
河
原
書
店
、
一
九
九
三

（
26
） 　

林
屋
晴
三
『
名
碗
は
語
る
』
世
界
文
化
社
、
二
〇
一
五
、
二
二
〇
頁

（
27
） 　

中
里
逢
庵
氏
は
「
ず
ぶ
り
掛
け
」
と
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
「
ず
ぶ
掛
け
」

と
す
る
こ
と
が
多
い
。

（
28
） 　

中
里
太
郎
右
衛
門
「
唐
津
」『
茶
碗　

一
楽
二
萩
三
唐
津
』
淡
交
社
、
一
九
八
三
、

二
五
九
頁

（
29
） 　

中
里
逢
庵
『
唐
津
焼
の
研
究
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
頁

（
30
） 　

矢
部
良
明
『
角
川
日
本
陶
磁
大
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
、
二
一
八
頁
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（
31
） 　

荒
川
正
明
「
唐
津
焼
」『
茶
陶
の
美　

第
二
巻　

桃
山
の
茶
陶
』
淡
交
社
、
二
〇

〇
一
、
一
三
四
頁

（
32
） 　

赤
沼
多
佳
『
古
美
術
緑
青
』N

o.9　

マ
リ
ア
書
房
、
一
九
九
三
、
二
二
頁

（
33
） 　

満
岡
忠
成
『
日
本
人
と
陶
器
』
大
八
洲
出
版
株
式
会
社
、
一
九
四
五
、
三
二
六
頁

【
図
版
所
蔵
・
出
典
一
覧
】

図
１　

唐
津　

米
斗
茶
碗
（
奥
高
麗
茶
碗
）　

五
島
美
術
館
蔵

　
　
　

 

高
さ
七
・
〇
セ
ン
チ
、
口
径
一
四
・
一
〜
一
四
・
八
セ
ン
チ
、
高
台
径
五
・
七
セ

ン
チ

　
　
　
（
所
蔵
館
よ
り
画
像
デ
ー
タ
を
拝
借
い
た
し
ま
し
た
）

図
２　

奥
高
麗
茶
碗　

銘
「
山
里
」　

出
光
美
術
館
蔵

　
　
　

口
径
一
三
・
五
セ
ン
チ

　
　
　

出
光
美
術
館
『
古
唐
津
―
大
い
な
る
や
き
も
の
の
時
代
』
二
〇
一
七
、
七
九
頁

図
３-

１
，
３-

２　

熊
川
茶
碗　

銘
「
田
子
月
」　

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
　
　

高
さ
八
・
七
セ
ン
チ
、
口
径
一
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
台
径
五
・
二
セ
ン
チ

　
　
　

 

東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索　

https://im
age.tnm

.jp/im
age/1024/C0062355.

jpg

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日
）

図
４-

１
，
４-

２　

奥
高
麗
茶
碗　

個
人
蔵　

　
　
　

高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
口
径
一
四
・
三
セ
ン
チ
、
高
台
径
五
・
三
セ
ン
チ

　
　
　

 

赤
沼
多
佳
他
『
茶
陶
の
美　

第
二
巻　

桃
山
の
茶
陶
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
五
、

一
三
六
頁

図
５-

１
，
５-

２　

井
戸
茶
碗　

銘
「
さ
か
い
」　

根
津
美
術
館
蔵

　
　
　

高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
口
径
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
高
台
径
五
・
八
セ
ン
チ

　
　
　
『
根
津
美
術
館
蔵
品
選　

茶
の
美
術
編
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
一
、
五
〇
頁

図
６-

１
，
６-

２　

奥
高
麗
茶
碗　

中
尾
唐
津　

個
人
蔵

　
　
　

 

高
さ
七
・
五
〜
八
・
二
セ
ン
チ
、
口
径
一
五
・
二
〜
一
六
・
〇
セ
ン
チ
、
高
台

径
六
・
二
〜
六
・
五
セ
ン
チ

　
　
　

 

赤
沼
多
佳
他
『
茶
陶
の
美　

第
二
巻　

桃
山
の
茶
陶
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
五
、

一
三
四
頁

図
７-

１
，
７-

２　

呉
器
茶
碗　

銘
「
菊
月
」　

個
人
蔵

　
　
　

 

高
さ
七
・
六
〜
八
・
四
セ
ン
チ
、
口
径
一
三
・
一
〜
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
高
台

径
六
・
〇
〜
六
・
一
セ
ン
チ

　
　
　
『
特
別
展　

茶
の
湯
』
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
、
二
三
五
頁

図
８-

１
，
８-

２　

奥
高
麗
茶
碗　

田
部
美
術
館
蔵

　
　
　

高
さ
八
・
六
セ
ン
チ
、
口
径
一
四
・
七
セ
ン
チ
、
高
台
径
六
・
三
セ
ン
チ

　
　
　
（
所
蔵
館
よ
り
画
像
デ
ー
タ
を
拝
借
い
た
し
ま
し
た
）

図
９　

柿
の
蔕
茶
碗　

銘
「
瀧
川
」　

根
津
美
術
館
蔵

　
　
　

 

高
さ
六
・
五
セ
ン
チ
、
口
径
一
四
・
〇
〜
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
高
台
径
六
・
〇

セ
ン
チ

　
　
　
『
根
津
美
術
館
蔵
品
選　

茶
の
美
術
編
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
一
、
一
二
一
頁

図
10-

１　

唐
津
茶
碗　

銘
「
三
宝
」　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵

　
　
　

 

高
さ
七
・
三
セ
ン
チ
、
口
径
一
五
・
八
〜
一
六
・
〇
セ
ン
チ
、
高
台
径
六
・
六

〜
六
・
七
セ
ン
チ

　
　
　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

 http://w
w

w

・ikm
-art.jp/cgi-bin/library/art/enlarge.cgi

（
最
終
閲
覧

日
：
二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
）

図
10-

２　
『
新
・
桃
山
の
茶
陶
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
八
、
三
七
頁

謝
辞末

尾
な
が
ら
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
格
別
の
ご
協
力
・
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
、

野
村
美
術
館
館
長
谷
晃
先
生
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
菅
村
亨
先
生
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

付
記本

論
は
、
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
九
日
（
土
）、
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
、
広
島
芸
術
学
会 

第
一
二
六
回
例
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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銘 高さ 口径 高台径 器形 土見せの範囲 所蔵 写真の出典

1 山里 ？ 13.5 ？ 熊川形 ④ 出光美術館 『古唐津－大いなるやきものの時代』出光美術館、2017、p.79

2 入舟 8.5 13 ? 熊川形 ④
MIHO

MUSEUM
http://www.miho.or.jp/booth/html/artcon/00000240.htm
（最終閲覧日：2018年1月30日）

3 冬の月 8.5-9.5 14.4-14.6 5.4 熊川形 ③ 福岡市美術館 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.6

4 芙蓉 9.3 9.1 5.3 熊川形 ④ 個人 赤沼多佳他『茶陶の美　第二巻　桃山の茶陶』淡交社、2005、p.137

5 舟越 9.6-9.7 14.6-14.7 6.1-6.2 熊川形 ③ 福岡市美術館
永竹威『田中丸コレクション九州古陶磁名品展』財団法人田中丸コレク
ション、1984、頁数なし
『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.25

6 残雪 9.0-9.4 13.7-13.9 6 熊川形 ④ 逸翁美術館 林屋晴三『茶碗　一楽二萩三唐津』淡交社、1983、p.79

7 福寿草 8.3 14.8 5.5 熊川形 ④ 根津美術館 『根津美術館蔵品選　茶の美術編』根津美術館、2001、p.132

8 山里 8.1-8.5 14.1 5.8 熊川形 ③ 個人 林屋晴三『茶碗　一楽二萩三唐津』淡交社、1983、p.73

9 筑波 5.5 19.5 6.8 熊川形 ④ 個人 加藤義一郎『日本美術工芸』（136）1950、pp.13-14

10 思ふ君 9.1 13 5.5 熊川形 ④ 個人 佐藤泰三『日本の美術　第136号唐津』至文堂、1977、頁数なし

11 あけぼの 8.3 12.7 4.7 熊川形 ④ 個人 佐藤泰三『日本の美術　第136号唐津』至文堂、1977、頁数なし

12 漢和 9.2 14.6 5.6 熊川形 ④ 個人 『土の美ー肥前陶器のすべてー』佐賀県立九州陶磁文化館、2008、p.22

13 こけ衣 8.2 13.9 5.4 熊川形 ④ 愛媛文華館 佐藤進三『陶器全集3　肥前の唐津焼』平凡社、1958、頁数なし

14 松下 9.7 14.8 ? 熊川形 ④ 個人 谷川徹三『茶碗　名物茶碗と現代の茶碗』主婦の友社、1982、p.29

15 万年杉 8.7 15.5 ? 熊川形 ④
福岡東洋陶磁

美術館
http://fttb.sub.jp/11kaisetu-tyawan.html
（最終閲覧日：2018年1月30日）

16 老の友 9.1 14.8-15.6 3.3 熊川形 ⑤ 個人 佐藤進三『陶説』（25）日本陶磁協会、1955、頁数なし

17 老将 9.2 12 5.5 熊川形 ④ 個人 玉田勝士『古唐津百?』求龍堂、1971、p.2

18 東方朔 8 14 6 熊川形 ③ 個人 玉田勝士『古唐津百?』求龍堂、1971、p.7

19 松島 不明 不明 不明 熊川形 ④ 個人 佐藤進三『茶陶唐津』徳間書店、1963、p.31

20 8.3 15 6 熊川形 ④ 出光美術館 『古唐津－大いなるやきものの時代』出光美術館、2017、p.73

21 8.3 14.8 5.4 熊川形 ④ 出光美術館 『古唐津－大いなるやきものの時代』出光美術館、2017、p.74

22 9 14.4 6.2 熊川形 ④ 出光美術館 中里太郎右衛門『陶磁体系13唐津』平凡社、1972、頁数なし

23 10.5 14.4 6.8 熊川形 ② 出光美術館 『古唐津－大いなるやきものの時代』出光美術館、2017、p.78

24 ？ 13.1 ？ 熊川形 ④ 出光美術館 『古唐津－大いなるやきものの時代』出光美術館、2017、p.75

25 8.9 14.7ｰ15.3 5.8 熊川形 ④ MOA美術館 MOA美術館学芸員の方に画像データを送っていただきました。

26 9.2 12.7 不明 熊川形 ② 未確認
中里太郎右衛門『やきものの源流を訪ねて大唐津』御茶?窯保存会、
1979、頁数なし

27 8.5 14.3 5.3 熊川形 ④ 個人 赤沼多佳他『茶陶の美　第二巻　桃山の茶陶』淡交社、2005、p.136

28 ？ ？ ？ 熊川形 ② 未確認 中里逢庵『唐津焼の研究』河出書房新社、2004、頁数なし

29 ？ 14.4 ？ 熊川形 ③ 未確認 中里逢庵『唐津焼の研究』河出書房新社、2004、p.55

30 8.1 11.7 ? 熊川形 ③ 未確認 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.7
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表 2 調査対象とした奥高麗茶碗（63碗） 

 

（かねよし・ともこ／広島大学大学院教育学研究科博士課程後期教科学習科学専攻 造形芸術教育学領域） 

31 8.9 14.5 ? 熊川形 ④ 未確認 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.9

32 9.2 14.8 ? 熊川形 ④ 未確認 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.10

33 8.5 13.8 ? 熊川形 ④ 未確認 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.64

34 9 12.5 5.5 熊川形 ② 未確認
佐賀県立博物館「古唐津展ー肥前後期の歴史と美を探るー」佐賀県立博物
館、1978、p.80

35 7.6-8.1 13.3-13.8 6.1-6.3 熊川形 ④ 未確認 佐藤進三『陶器全集3　肥前の唐津焼』平凡社、1958、頁数なし
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47 9.2-9.3 15.5-15.6 6.1-6.3 井戸形 ④
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永竹威『田中丸コレクション九州古陶磁名品展』財団法人田中丸コレク
ション、1984、頁数なし

48 7.0-7.3 14.1-14.8 5.7 井戸形 ④ 五島美術館 林屋晴三『茶碗　一楽二萩三唐津』淡交社、1983、p.83
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51 7.1 12.8 5 井戸形 ④ 湯木美術館 湯木美術館学芸員の方に画像データを送っていただきました。

52 7.6 13.8 ? 井戸形 ④ 未確認 『古美術緑青』No.9　マリア書房、1993、p.65

53 7.4 11.6 4.9 井戸形 ④ 未確認 佐藤泰三『日本の美術　第136号唐津』至文堂、1977、頁数なし
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56 こがらし 8.5 12.8 ? 呉器形 ② 未確認
中里太郎右衛門『やきものの源流を訪ねて大唐津』御茶?窯保存会、
1979、頁数なし
『新・桃山の茶陶』根津美術館、2018、p.36

57 8.6 14.7 6.3 呉器形 ④ 田部美術館
『田部美術館　館蔵茶器名品図録』田部美術館、1990、p.24
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60 三宝 7.3 15.8-16.0 6.6-6.7 柿の蔕形 ④
和泉市久保惣
記念美術館

http://www.ikm-art.jp/cgi-bin/library/art/enlarge.cgi
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表２　調査対象とした奥高麗茶碗（63碗）
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表 2 調査対象とした奥高麗茶碗（63碗） 
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